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特集１／水道施設工事への挑戦

日本コムシスでは、東京都水道局発注の大規模な配水本管工事を無事終えたことにより、発注
者や地域住民から厚い信頼を得ただけでなく、東京都の上水道工事格付がDランクからAランク
へと短期間で昇格することができました。これには、正確かつ安全な現場施工に加え、こつこ
つと取り組んだ水道工事周辺での活動も加味されています。

新規事業拡大に向けた取り組み

水道施設工事への挑戦特集1

難工事を乗り越え、東京都水道局より優良請負工事表彰に選出

2010年10月、東京都水道局は「耐震継
手化10ヵ年事業」を発表しましたが、これ
は、今後10年間で約5,000kmの老朽化し
た水道管を、耐震継手付の管に取り替えると
いうもので、2019年度末までの毎年の水
道施設工事予算は約500億円、これまでの2
倍の量が発注されることになります。今後増
大するであろう水道工事を着実に受注していくには、少しずつでも実績を積み上げ、 
大規模工事を任される信頼を勝ち取る必要があります。

今回、事例としてご紹介する杉並区善福寺周辺での現場は、閑静な住宅街を10ヵ月
間にわたり通行止め規制を行って施工する1工区での工事と、青梅街道と千川通り

の交差点において、8ヵ月間にわたって夜間上り車線全線の規制を行って施工す
る2工区の、全く異なる作業環境下での工事でした。1工区では地域住民とのコ
ミュニケーションと細やかな配慮が必要不可欠であり、2工区では交通量の多い
幹線道路で、通行車両や歩行者を安全に誘導するための対策が重要でした。

現場を任されたのは、日本コムシスに5名しかいない推進工事技士である田代と
辻で、この2名は入社以来一貫して官公庁発注工事を主に担当してきたスペシャ
リスト。とはいえ、都市部での大規模な上水道工事は初めてであり、計画通り
に進まないこともありました。同時に高い技術力も要求され、1工区では立坑築
造に伴う地盤改良工法を最新の工法に大幅変更するなどの技術提案を行い、慎
重に施工を進めることになりました。また、2工区では走行中のドライバーがな
るべく早い段階で工事箇所を視認できる
よう、照明設備や保安設備の計画と実施
に重点を置くなど、安全面に配慮しまし
た。それでも、現場で解決できないこと
は上司に報告、指示を仰ぐとともに、水
道局のスタッフや協力会社の作業員とコ
ミュニケーションを密にすることによっ
て、日々発生する想定外の出来事にも全
員で試行錯誤しながら取り組み、成功に
導くことができました。このような活動
が評価され、2012年度完成工事の中
から、特に優秀な工事成績の9社に選ば
れ、東京都水道局長より表彰状をいただ
くことができました。

2工区は交通量の激しい幹線道路を
夜間交通規制をして作業

日本コムシス
社会基盤事業本部 基盤システム部門

担当技術者 辻 暢也

日本コムシス
社会基盤事業本部 基盤システム部門

現場代理人 田代 量裕

1工区は閑静な住宅街での地盤改良工事
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イメージアップコンクールで優良賞を受賞

格付 D ランクから A ランクへ

幹線道路や住宅街での長期間にわたる水道
工事において、安全で円滑な施工を行うた
めには、地域住民の皆さんのご理解とご協
力が欠かせません。

そこで東京都水道局では、水道工事の状況
説明などに優れた取り組みを実施した工事
について表彰を行う「水道工事イメージ
アップコンクール」を実施しています。

今回の現場では、地域住民への付加価値説明や、『工事＝迷惑』なものと思われ
ないためにはどのような取り組みを行えば良いかをメンバーで話し合い、交通
規制に関する横断幕の歩道橋への設置、仮設バス停への椅子の設置、LED充電
仕様の夜間照明の採用、現場周辺の清掃活動といった、安全や環境に配慮した
複数の取り組みを実施しました。

特に清掃活動においては、現場従事者以外の本社勤務の社員たちがサポートに
駆け付け、スーツ姿にベストを着用、キャップをかぶり清掃を行ったことで、
全社一丸となって現場をサポートしているとして高い評価を受けました。

また、閑静な住宅街での工事ということで、騒音防止シートで現場を覆って工
事を行うとともに、住宅に駐車してある自動車には埃がかからないように養生
シートで保護するなど、地域特性を意識した細やかな対策を図りました。

このような取り組みが評価され、「平成23年度水道工事イメージアップコン
クール」で優良賞を受賞することができましたが、これは現場だけで実現でき
るものではなく、現場と本社が一体となって取り組んだ結果といえます。今後
も全社一丸となって、工事のサポートに取り組んでいきます。

今回の案件は上水道工事に分類されますが、日本コムシスはこの上水道工事と
いうジャンルにおいて、2008年度まではDランクでした。当然、Dランクのま
までは小規模の工事しか担当できません。ランクを上げるには、着実に実績を
積み上げて信頼を勝ち取るほかありませんが、この水道工事への挑戦は、社会
基盤事業本部の営業・現場一体となった取り組みが実を結び、足掛け4年という
驚異的な速さで3ランクアップを達成。通信建設会社として初のAランク事業者
に認定されたことにより、安定的な受注機会を得ることに成功しました。

2年前、投資家向け説明会で発表した「Aランクを目指します」という予告宣言
を見事に実現。この功績を次のステップとして、トップラインの拡大に寄与する
とともに、社会インフラの改良・改善に貢献し、さらなる飛躍を遂げていきます。

優良賞を受賞しました

仮設バス停に、水をイメージした水色の椅子を設置

工事現場手前には照度の高い「水道工事中」の
看板を設置

本社勤務の社員も参加

騒音防止シートで防音対策
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CO2や有害な排気ガスを出さないクリーンな発電設備として注目を浴びている太陽光発電。近
年では環境問題への関心の高まりから、一般家庭や一般企業での使用も増えてきており、コム
シスグループでも全社を挙げてメガソーラー事業に取り組んでいます。

自然エネルギー普及への継続的な取り組み

コムシスグループの太陽光発電特集2

新たな取り組み（発電事業）

第1号　サン・ファクトリー檜山（常陸太田太陽光発電所）

第2号　サン・ファーム千年の森 （昭和太陽光発電所）

第3号　サン・カントリー榊原 津（津太陽光発電所）

コムシスグループでは、新規ビジ
ネスの一環としてメガソーラー事
業を進めております。2013年4
月に第1号として茨城県常陸太田
市でメガソーラー発電を開始しま
した。これは、グリーンエネル
ギーの創出による地域社会および
地球環境への貢献を目指していく
事業拡大の第一歩です。また、買
取期間の20年間継続して売り上げの見込める事業でもあります。メガソーラー事業
はこのほか、群馬県・三重県でも発電を開始しております。今後も引き続き新たな
候補地を選定するとともに、環境配慮型の事業を積極的に展開していきます。

【概要】
所在地 茨城県常陸太田市箕町1075-5,6
敷地面積 約65,000m2

発電容量 約2,784kW
発電量 年間約280万kWh
パネル数 9,600枚
稼働開始日 2013年4月5日
施工会社 日本コムシス株式会社
発電事業者 コムシスクリエイト株式会社

【概要】
所在地 群馬県利根郡昭和村大字川額3711-3
敷地面積 約50,000m2

発電容量 約2,419kW
発電量 年間約240万kWh
パネル数 10,080枚
稼働開始日 2013年10月11日
施工会社 日本コムシス株式会社
発電事業者 コムシスクリエイト株式会社

【概要】
所在地 三重県津市白山町三ヶ野1335
敷地面積 約82,000m2

発電容量 約2,505kW
発電量 年間約270万kWh
パネル数 8,640枚
稼働開始日 2013年11月1日
施工会社 日本コムシス株式会社
発電事業者 コムシスクリエイト株式会社
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太陽光設備の建設拡大によって、部品の調達に苦
心することも増えてきましたが、設計段階から調
達計画を策定し、機器メーカーなどとのアライア
ンスにより工事に影響が出ないようにしていま
す。常日頃から、設計チームや顧客とのコミュニ
ケーションを大事にすることがポイントです。

設計の前段階において、現地の状況がよく分から
ないままプロジェクトが開始することはよくあり
ます。数多くの経験を積んできたことによって、
ノウハウを蓄積できたことが自信につながり、ス
ピードアップと品質の向上につながっていると思
います。

●現場の声
すでに全国で50ヵ所以上の拠点を構えることができ
ましたが、今後は地上や屋根上にとどまらず、水上
など今までになかったような場所にも設置できるよ
う、行政や各メーカー、商社、パートナー会社と協
力して事業を推進していきます。

日本コムシス 社会基盤事業本部
電気通信システム部門 技術長

城戸 孝公

日本コムシス 社会基盤事業本部
電気通信システム部門 担当課長

小林 晃

日本コムシス 執行役員
社会基盤事業本部 副本部長

電気通信システム部長
川上 正光

継続的な取り組み（EPC 事業）

屋根上への太陽光パネル設置の流れ

自然との調和を念頭に置いて計画的に発電所を建設中

日本コムシスでは、これまで太陽光発電設備の施工など環境分野の社会整備におい
て、実績を積み上げてまいりました。その技術をさらに発展させ、メガソーラーの
EPC事業に取り組んでいます。メガソーラー事業は予想以上の伸びで展開してお
り、コムシスグループが進める構造改革「COMSYS WAYa」の「トップラインの
拡大」施策に貢献しています。2012年度は60億円であったEPC受注高が2013
年度には100億円程度にまで伸びてきていますが、この背景としては、EPC事業と
いう設計、調達、建設という総合的な技術力が要求されるプロジェクトにおいて、
日本コムシスは通信建設業界に身を置きながらも電気工事業界に負けないほどの高
い評価を受けることにより、多くの引き合いをいただくことができています。電
気技術者だけでなく、建築や土木に精通した専門の優秀なスタッフが担当すること
で、設計から引き渡しまで、一気通貫で任せていただけることがその理由です。太
陽光事業専門の安全品質チームを配備し、当社社員から協力会社スタッフに至るま
で、安全点検や工程チェック、行政への提出書類チェックなど、多岐にわたって品
質管理を徹底しています。
また、日本コムシスは業界内でも有数のIT推進企業であり、業務効率化を進めるこ
とによってコストパフォーマンスの改善と品質の向上に大きく貢献しています。
今後もトップラインの拡大に向け、着実に事業を進めていきます。

また、TOSYSでは、太陽光発電システム導入時の現地調査、設計、施工、各機
関への書類作成などを総合的に行っており、2013年度は工場や倉庫の屋根に
太陽光パネル約7,000枚を敷き詰めた総合出力約1.2MW規模のものなどを手
掛けました。
太陽光発電システムの設置にあたっては、設備の重量を軽くするために、架台
をアルミ製、基礎を鉄製とし、非常時に停電している場合でも、少しでも電気
を使えるように、PCSの自立運転機能を使用した自立運転コンセント盤を設置
するなどお客様にとって最適なシステムの提供に努めています。

1．搬入 2．設置作業 3．設置完了




